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新型コロナウイルス感染症に関するお知らせ、子育てと福祉の手当紹介
子育て応援情報、新農業委員と農地利用最適化推進委員の紹介、ホストタウン情報局　ほか

小学1年生全員に絵本を贈呈「はじめの一冊贈呈式」

 ＜7月15日　冨本小学校＞ 11ページでも紹介しています。



新型コロナウイルス感染症に関するお知らせ

市民の皆様・市内で働く皆様

「新しい生活様式」を着実に実践しましょう!!
　市民の皆様には、日頃、新型コロナウイルスの感染拡大防止について、ご理解ご協力をいただき、

心より感謝申し上げます。

　さて、7月4日、本県で約2か月ぶりに新たな感染者が確認されました。市民の皆様には、改めて感

染拡大防止の基本となる「新しい生活様式」を着実に実践の上、普段どおりの生活を送っていただく

ことをお願いします。

熱中症に気をつけましょう
　新型コロナウイルス感染予防のため、人との距離をあける、マスクの着用、手洗いや手指の消毒、3密

（密集・密接・密閉）を避けるなどの「新しい生活様式」の実践をお願いしていますが、暑い日が続くこ

の時期、屋外で人と十分な距離（2ｍ以上）を確保できる場合はマスクをはずす、マスクを着用して負担

のかかる作業や運動は避けるなど、こまめに水分補給をしながら、熱中症にも十分に気を付けましょう。

■問合せ／保健課保健係  ☎内線131

１「新しい生活様式」の実践
　「3つの密（密集・密接・密閉）」の回避をはじめ、身体的距離の確保やマスクの着用、こまめな手

洗いを着実に実践しましょう。

２　感染が確認されている地域への移動は慎重に
　東京都など感染者が増加傾向にある地域への不要不急の移動について、感染状況が落ち着くまでの

間、できるだけ控えてください。

　また、訪問先でも「3つの密」を避けるなど、感染防止に留意しましょう。

　市民の皆様ご自身および大切な周囲の方々の命と健康を守るため、上記の「新しい生活様式」を着

実に実践しましょう。併せて、感染された方とその家族や職場、医療従事者などが、いわれのない差

別や偏見、いじめ、中傷などにさらされることのないよう、感染症を正しく理解し、皆で支えあい、

力を合わせて、新型コロナウイルスを乗り越えてまいりましょう。

　　　

　　　令和2年7月吉日 山形県知事　吉村　美栄子　　　

 村山市長　　志布　隆夫

咳エチケット 手洗い換気密集回避 密接回避 密閉回避
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「今こそ地元！応援商品券」の有効期限は8月31日(月)
　新型コロナウイルス感染拡大の影響で停滞している経済を活性化させるため「今こそ地元！応援商

品券」1人当たり3,000円分(500円券×6枚)を、6月1日時

点で村山市に住民登録している市民全員へ配布しています。

商品券の有効期限は8月31日(月)までとなっていますので、

皆さんぜひ、ご利用ください。

※おつりは出ませんのでご注意ください。

■取扱店舗

　取扱店情報は、商品券に同封した取扱店舗一覧または市ホームページをご覧ください。

■問合せ／商工観光課観光交流係  ☎内線155

「お宿でゆったりプレミアム券」を販売（限定15,000枚）
　観光客の減少により、観光産業が大きな影響を受けていることから、市内の宿泊施設で利用できる

プレミアム券を、市役所商工観光課と利用可能な施設で販売しています。どなたでも購入することが

でき、また、宿泊代だけでなく飲食代やお土産代などにもご利用いただけます。皆さんぜひ、お買い

求めください。

※おつりは出ませんのでご注意ください。

※7月28日(火)から販売しています。状況により完売して

いる可能性があります。ご了承ください。

■販売額　1枚1,000円（2,000円分として利用できます）

■発行枚数　15,000枚（先着順）1人10枚まで購入可

■利用期間　11月30日(月)まで

■利用可能な施設　クアハウス碁点、村山西口ホテル、湯舟沢温泉、あいかも会館、蔵民宿あおやぎ、

こめやかたゲストハウス、民泊工房F
ふ ぅ 〜

Uu〜

■問合せ／商工観光課観光交流係  ☎内線154

新・生活様式対応支援事業
　新しい生活様式に対応するため、事業用に設備等を導入した事業者に補助します。

■事業対象者

　市内で飲食業・宿泊業・旅行業・小売業・旅客運送業・生活関連サービス業を主たる事業として営

んでいる中小企業者、小規模事業者

■補助対象経費

　感染拡大防止対策の取組みに要する経費が税抜きで2万円以上のもの

　例）対面箇所へのアクリル板や透明ビニールカーテンの設置、ドアノブ・蛇口など手の触れる箇所の

改修、換気装置・出入口のくつ消毒マットの設置、マスク・フェイスシールド・消毒液の購入費等

※4月7日（政府の緊急事態宣言発令日）以降に支払いしたことを証明する領収書等を提出してください。

■補助率　10分の10以内（内訳：県2分の1、市2分の1）

■補助金額　2万円〜20万円　※補助金額は千円単位（千円未満切捨て）とします。

■申請期限　11月30日(月)まで

■申請・問合せ／商工観光課商工労政係  ☎内線153
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■問合せ／児童扶養手当・特別児童扶養手当について 子育て支援課家庭支援係　☎内線161・162

　　　　　障害児福祉手当・特別障害者手当について 　　 福祉課生活福祉係　☎内線147

特別児童扶養手当

障害児福祉手当

特別障害者手当

子育てと福祉のための手当を紹介します

児童扶養手当

　児童を養育している母子・父子家庭などを支援

します。

■支給対象

　18歳未満の児童または20歳未満の障がい児を養

育しており、以下のいずれかに該当する方

・ひとり親家庭の父または母

・父母に代わる養育者

・配偶者が重度の障がいと認定された父または母

■支給月額

・児童1人の場合

　10,180円〜43,160円

・児童2人目の加算額

　5,100円〜10,190円

・児童3人目以降の加算額（1人につき）

　3,060円〜6,110円

　知的障がいまたは身体障がいの状態にある児童

を養育している保護者などを支援します。

■支給対象

　20歳未満の障がい児を養育している父または母

■支給月額　1級  52,500円　2級  34,970円

　重度の障がい児を支援します。

■支給対象

　20歳未満で重度の障がいがあるため、日常生活

において常時介護を必要とする障がい児

※施設入所者を除く

■支給月額　14,880円

　重度の在宅障がい者を支援します。

■支給対象

　20歳以上で著しい重度の障がいがあるため、常

時特別の介護を必要とする在宅の障がい者

※施設入所者や病院などに3か月以上入院している

　方を除く

■支給月額　27,350円

現況届を忘れずに

　現在、手当の認定を受けている方は、手当の支給要件確認のため、毎年現況届の提出が必要です。

忘れずに手続きをしてください。

○児童扶養手当、特別児童扶養手当について ○障害児福祉手当、特別障害者手当について

■受付場所　子育て支援課 ■受付場所　福祉課

■受付日時　児童扶養手当 8月3日(月)〜8月31日(月) ■受付日時　8月12日(水)〜9月11日(金)

　　　　　　特別児童扶養手当 8月12日(水)〜9月11日(金) 　 　　　　  午前8時30分〜午後5時15分

　　　　　　午前8時30分〜午後5時15分

　以下の手当については、すべて受給者・扶養義務者の所得制限があります。
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　 ぐんぐん ☎(56)2002
子育て支援センター

ポポーのひろば ☎(53)0901
子育て支援センター

子育て応援情報 ～交流イベント・講座情報～

表記の説明　　 対 対象　 日 日時　 会 会場　 内 内容　 持 持ち物　 申 事前申込　 他 その他

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、イベントの中止や内容が変更になる場合がありますので、事前に各施設へお問い合わせく

ださい。

子
育
て
応
援
情
報

どんぐり広場 ☎(57)2429
子育て支援センター

子育て支援課 ☎内線162
村山市役所

対  保育施設等入所前の親子
日  ①8月18日(火)　②8月28日(金)
　　 9:30〜11:30

会  ①冨本認定こども園
　 ②西郷認定こども園

屋内の遊び場として開放
保育施設無料開放日

対  子育て中の方、おじいちゃん、
おばあちゃんどなたでもどうぞ

(10名程度)　　　　　 申  必要
日  8月27日(木)　9:30〜10:30
会  ふたば大高根保育園
内  秋の野菜を植えよう。

地域交流の場  じばサロン

ぽっぴーるーむ ☎(22)9981
子育て世代包括支援センター

8月のぽっぴーるーむ　　開催日

日  月曜〜木曜日　9:30〜16:00
会  甑葉プラザ2階ぽっぴーるーむ

母子健康手帳の交付・
なんでも育児相談

対  ①7か月児健康相談
　　 令和2年1月生まれ

　 ②1歳児健康相談(歯みがき教室)

　　 令和元年8月生まれ

日  8月11日(火) ①10:15〜10:30受付
　 　　　　　②9:30〜9:40受付

会  甑葉プラザ2階ぽっぴーるーむ
持  母子健康手帳、バスタオル、歯

ブラシ（1歳児健康相談のみ）

健康相談

わくわく広場

対  保育施設等入所前の親子(10組程度)
日  8月5日(水)　9:30〜11:00
会  戸沢保育園　　　　　 申  必要
内  自由遊び、出し物、身長・体重測

定（フェイスタオル持参）、お誕生

会、金魚人形すくい、育児相談など

対  保育施設等入所前の親子(10組程度)
日  8月26日(水)　9:30〜11:00
会  戸沢保育園　　　　　 申  必要
内  自由遊び、出し物、季節の工作、

お誕生会、育児相談など

ぐんぐんの  出前保育

対  保育施設等入所前の親子(5組程度)
日  8月20日(木)　10:00〜11:30
会  ふたば袖崎保育園　　 申  必要
内  お祭りごっごをしよう。

出前保育  ころころランド

対  小学校入学前の親子、妊婦さん
(10組程度)

日  8月3日(月)　10:30〜11:30
会  ふたば袖崎保育園　　 申  必要
内  音楽を使った「リトミック」を

親子で楽しみましょう。

他  講師　菅野豊美氏
持  バスタオル、飲み物

育児講座「親子リトミック」

対  どなたでもどうぞ(8組程度)
日  8月8日(土)　10:00〜11:00
会  戸沢保育園　　　　　 申  必要
内  絵本の読み聞かせ、手作りの小物

を使用した楽しい出し物があり

ます。赤ちゃんでも楽しめます。

他  講師　渡辺裕子氏

育児講座
「わくわく☆おはなし玉手箱」

※8月13日(木)から15日(土)は休館

日  8月4日(火) 10:30〜11:00受付

会  ポポーのひろば

内  未就学児の身長・体重測定

ひだまり保健室

対  子育て家庭の方（妊娠期〜幼児期）

日  火曜〜日曜日　9:00〜17:00

会  ポポーのひろば

内  子育ての個別相談を行います。

利用者支援「子育て応援室」

対  ひろば利用者

日  8月28日(金)　11:45〜12:00

会  ポポーのひろば

他  8月生まれ(3歳まで)のお子さん

のお誕生会と、8月で生後6か月

になるお子さんのハーフバース

デーを行います。対象のお子さ

んの手形の受付は10:30まで。

お誕生会＆ハーフバースデー

対  ファミサポ会員または入会希望

の方で、生後5か月までの親子

日  8月5日(水)　10:00〜11:00

会  ポポーのひろば　　　 申  必要

他  当日入会可能

プレ・ファミサポくらぶ

「はじめての足形」

対  令和元年8月以降生まれの親子

日  8月20日(木)　10:20〜11:30

会  甑葉プラザ2階研修室　 申  必要

内  「親子あそび」と「読み聞かせ」

を楽しみましょう。

Babyママ「親子あそび」

※8月13日(木)から15日(土)は

　ひろばお休み
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農
業
委
員

地
域
・
氏
名

楯
岡　
　

奥
山　

金
弥
新

、

　
　
　
　

下
山　

勝
宏
新 

西
郷　
　

高
橋　

昭
、
工
藤　

毅
裕
、

　
　
　
　

須
藤　

義
和

会
長
に
青
柳
　
篤
氏
、
会
長
職
務
代
理
に
笹
原
　
泉
氏

大
倉　
　

笹
原　

泉
、
松
田　

節
子

大
久
保　

門
脇　

忠
教
新

、
高
谷　

太

冨
本　
　

石
川　

賢
也
、
海
老
名
正
度

戸
沢　
　

青
柳　

篤
、
佐
藤　

善
洋
、

　
　
　
　

太
田　

一
男
新

袖
崎　
　

川
田　

雅
紀
、
石
山　

公
己

大
高
根　

山
内　

正
秀
、
森　

修
一

■
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

地
域
・
氏
名

楯
岡　
　

土
谷　

博
行
新

西
郷　
　

柴
田　

雅
彦

大
倉　
　

鈴
木　

雄
一
新

大
久
保　

松
田　

誠
司
新

冨
本　
　

青
木　

勝
一

戸
沢　
　

笹
原　

茂
規
新

袖
崎　
　

安
達　

茂

大
高
根　

黒
沼　

敏
弥
新
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／
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局
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ク
1
年
前
記
念
イ
ベ
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開
催
中

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
東
京
五
輪
が
延
期
に
な
り
ま
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た
が
、

開
催
1
年
前
を
記
念
し
て
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役
所
市
民
ホ
ー
ル
で
展
示
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
来
庁
の
際
に
は
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ひ
、
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展
示
を
ご
覧
く
だ
さ
い
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日
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で

■
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平
日
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分　

日
曜
日
午
前
8
時
30
分
～
午
後
0
時
30
分

■
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チ
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メ
ッ
セ
ー
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画
、
選
手
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介
ポ
ス
タ
ー
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
風
景
写
真
な
ど

ブ
ル
ガ
リ
ア
を
学
ぼ
う
！
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

　

ブ
ル
ガ
リ
ア
へ
の
理
解
を
よ
り
深
め
る
こ
と
を

目
的
に
、
7
月
15
日
、
市
民
を
対
象
に
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
ア
プ
リ
「
Z
O
O
M
」
を
使
用
し
た
授
業

を
開
催
。
ブ
ル
ガ
リ
ア
国
旗
の
成
り
立
ち
や
国
歌

の
歌
い
方
、
国
情
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

市
民
に
よ
る
応
援
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
で
激
励

　

ブ
ル
ガ
リ
ア
新
体
操
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム

（
ゴ
ー
ル
デ
ン
ガ
ー
ル
ズ
）
を
応
援
す
る
た
め
、

6
月
24
日
に
市
民
に
よ
る
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
を
制

作
。
「
ハ
イ
デ　

ナ
シ
テ
（
頑
張
れ
！
我
ら
の
女

子
た
ち
）
」
の
コ
ー
ル
で
激
励
し
ま
し
た
。

■
問
合
せ
／
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
交
流
課　

☎
内
線

361
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受
賞
者
の
紹
介
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受賞者のご紹介

　7月22日、長年、行政委員とし

て尽力された方へ市長から感謝状

が贈られました。

■楯岡地域

安達　正憲さん（五日町・勤続9年）

故・穐葉　敏一さん（二日町・勤続6年）

田中　正信さん（南楯・勤続10年）

後藤　弘美さん（北荒町・勤続6年）

榎本　常治さん（新高田・勤続14年）

■西郷地域

須藤　正義さん（中条・勤続8年）

鈴木　隆利さん（河島山1区・勤続10年）

■大倉地域

齋藤　一雄さん（林崎・勤続10年）

奥山　眞一さん（金谷・勤続8年）

佐藤　　通さん（南原・勤続6年）

■冨本地域

村岡　正夫さん（新田・勤続6年）

■戸沢地域

高橋　秀雄さん（稲下東部・勤続6年）

奥山　惣司さん（船橋・勤続16年）

■袖崎地域

淀川信一郎さん（土生田3・勤続6年）

行政委員永年勤続褒賞交通安全功労者市長表彰

　7月22日、日頃の交通安全活

動に尽力された方へ市長から表

彰状が贈られました。

　後藤　弘美さん（楯岡）

　板垣ノリ子さん（西郷）

　高橋　秀雄さん（戸沢）

防犯功労者市長表彰

　7月22日、日頃の防犯活動に

尽力された方へ市長から表彰状

が贈られました。

故・穐葉　敏一さん（楯岡）

　　工藤　和男さん（西郷）

　　卯野　清策さん（戸沢）

　　工藤　良夫さん（大高根）

　楯岡馬場地区内の市道に倒れていた人を救助した功績に対し、7月8

日、次の方へ消防長から感謝状を贈呈しました。

消防人命救助感謝状

石川　修さん（楯岡） 黒沼　翔馬さん（東根市）

ボランティア  ありがとうございます

　株式会社三和技術コンサルタント（佐藤修司代表取

締役）が7月18日、市道江迎湯沢線と河島地区大旦川

周辺の草刈り、清掃作業を行いました。

※企業・団体などで実施するボランティア活動の情報

　を総務課へお寄せください。市報で紹介します。

　村山市長杯争奪夏季市民囲碁大会が7月18日、クアハウス碁点で開催

され、Aクラス（五段以上）、Bクラス（四段以下）に計52人が参加し

ました。市民の入賞者は次のとおりです。

■Aクラス

第5位　小関　忠明さん（楯岡）

■Ｂクラス

第1位　井上　正俊さん（西郷）　　第2位　増田　喜一さん（西郷）

第3位　伊藤　暢夫さん（楯岡）　　第4位　奥山　英夫さん（大久保）

夏季市民囲碁大会
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む
ら
や
ま
発
わ
だ
い
の
グ
ル
メ
め
ぐ
り

むらやま わだいのグルメめぐり
むらやまに美味いものあり！

発

牛
す
じ
煮
込
み
塩
味

弁
菜
店
（
B
E
N
Z
A
I
T
E
N
）住所：碁点1052-17　　電話：(22)9151　　営業時間：午前11時30分〜午後1時（お弁当）、午後4時〜7時30分

※新型コロナウイルス感染症予防のため当面の間はテイクアウトのみ、通常営業時は午後5時から9時で店内飲食可

定休日：日曜日、その他不定休

次回は、石川さんがお薦めの  そば処  八代目  善兵衛（戸沢）を取材します。

　

碁
点
に
あ
る
「
弁
菜
店
」
は
、
い
ろ

い
ろ
な
惣
菜
を
取
り
扱
っ
て
い
る
店
で

す
。
店
主
の
石
川
さ
ん
は
、
自
身
の
経

験
か
ら
、
仕
事
に
子
育
て
に
家
事
と
、

大
変
な
主
婦
の
手
助
け
を
し
た
い
、
料

理
好
き
の
自
分
が
惣
菜
を
提
供
す
る
こ

と
で
毎
日
の
料
理
の
時
間
を
少
し
で
も

減
ら
し
、
ゆ
と
り
や
自
分
の
時
間
を
作

れ
る
よ
う
に
と
、
今
年
5
月
に
こ
の
店

を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

今
回
紹
介
す
る
一
押
し
メ
ニ
ュ
ー
は

「
牛
す
じ
煮
込
み
塩
味
」
で
す
。
石
川

さ
ん
の
こ
だ
わ
り
は
、
家
庭
に
あ
る
材

料
、
手
軽
に
手
に
入
る
材
料
を
使
う
こ

と
。
ま
た
、
家
庭
的
な
味
を
大
切
に

し
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
ど
な

た
で
も
飽
き
ず
に
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に

と
、
ご
く
シ
ン
プ
ル
な
味
付
け
に
し
て

い
ま
す
。
化
学
調
味
料
は
一
切
使
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　

煮
込
み
は
、
国
産
の
牛
す
じ
肉
に
、

ダ
イ
コ
ン
、
ニ
ン
ジ
ン
、
こ
ん
に
ゃ
く

が
じ
っ
く
り
煮
込
ん
で
あ
り
と
て
も
や

わ
ら
か
く
、
そ
れ
に
薄
め
の
塩
味
が
よ

く
し
み
込
ん
だ
、
あ
っ
さ
り
と
し
て
食

べ
や
す
い
一
品
で
す
。
お
好
み
の
ブ

ラ
ッ
ク
ペ
ッ
パ
ー
も
良
い
ア
ク
セ
ン
ト

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

店
で
は
こ
の
ほ
か
、
衣
サ
ク
サ
ク
で

下
味
し
っ
か
り
の
唐
揚
げ
や
、
具
が
と

て
も
や
わ
ら
か
い
、
手
の
込
ん
だ
コ

ロ
ッ
ケ
も
人
気
の
メ
ニ
ュ
ー
で
、
毎
日

で
も
飽
き
な
い
よ
う
日
替
わ
り
で
、
い

ろ
い
ろ
な
手
作
り
惣
菜
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ア
レ
ン
ジ
レ
シ
ピ
も
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　

石
川
さ
ん
は
「
自
分
の
家
の
よ
う
な

感
覚
で
、
ど
な
た
で
も
気
兼
ね
な
く
食

べ
に
来
て
ほ
し
い
。
も
っ
と
品
数
を
増

や
し
て
、
家
事
に
忙
し
い
主
婦
の
味
方

で
あ
り
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

カ
フ
ェ
の
よ
う
な
お
洒
落
な
店
内

で
、
愛
情
の
い
っ
ぱ
い
こ
も
っ
た
手
作

り
の
惣
菜
を
ぜ
ひ
、
味
わ
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

話
題
の
グ
ル
メ
を
召
し
上
が
れ
。

最
上
川

最
上
川

葉
山
中
学
校

葉
山
中
学
校

クアハウス碁点クアハウス碁点
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わ
れ
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
生
活
福
祉
情
報
、
国
民
年
金
情
報

Vol.

58

生

活

福

祉

情

報

国

民

年

金

情

報

～西
さいじょう

城舟
しゅうじ

二隊員の奮闘記～
ダマスクローズの収穫

　

村
山
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
着
隊
し

て
半
年
に
な
り
ま
す
。
今
で
は
地
域
の
生

活
に
も
慣
れ
て
、
仕
事
に
趣
味
に
日
々
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

私
の
任
務
の
一
つ
に
は
、
市
の
情
報
発

信
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
街
の
歴
史
を
知

り
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
地
元
の
方
や
古

巣
東
京
に
向
け
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
て
い
ま

す
。
取
材
は
、
趣
味
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
散

策
の
中
で
地
元
の
歴
史
的
名
残
が
あ
る
所

を
巡
り
、
行
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
取
材
テ
ー
マ
は
居
合
道
の
祖
で

あ
る
林は
や
し
ざ
き
じ
ん
す
け
し
げ
の
ぶ

崎
甚
助
重
信
公
の
歴
史
で
す
。

「
む
ら
や
ま
大
倉
フ
ッ
ト
パ
ス
」
の
調
査

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
案
内
い
た
だ
き
、
定
例

会
に
参
加
し
情
報
を
集
め
、
ま
た
自
分
で

資
料
を
調
べ
て
甚
助
公
の
足
跡
や
歴
史
を

た
ど
っ
て
い
ま
す
。
彼
の
歴
史
を
知
る
こ

と
は
、
私
の
も
う
一
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で

あ
る
居
合
道
の
習
得
・
Ｐ
Ｒ
を
行
う
上
で

も
必
要
な
事
柄
で
す
。
甚
助
公
の
人
生
を

追
体
験
（
？
）
す
べ
く
居
合
の
稽
古
も
只

今
、
鋭
意
実
行
中
で
す
！

　

そ
し
て
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
原
産
の
ダ
マ
ス

ク
ロ
ー
ズ
を
通
じ
て
、
村
山
市
民
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
ブ
ル
ガ
リ
ア
と
の
交
流
を
深

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

村
山
市
に
来
て

　
　
半
年
が
経
ち
ま
し
た

　

割
引
を
受
け
る
た
め
に
は
、
福
祉
課

で
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。

■
割
引
の
対
象

①
障
が
い
者
本
人
（
身
体
障
害
者
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
す
べ
て
の

方
）
が
運
転
す
る
場
合

②
障
が
い
者
本
人
以
外
が
運
転
し
、

「
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
旅
客
運
賃
減

額
」
欄
が
第
一
種
の
身
体
障
害
者
手

帳
ま
た
は
療
育
手
帳
「
Ａ
」
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
が
同
乗
す
る
場
合

　

こ
の
制
度
は
、
身
体
障
が
い
者
等
用

駐
車
施
設
の
適
正
な
利
用
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
、
利
用
証
を
交
付
す
る
も
の
で

す
。
平
成
31
年
4
月
よ
り
妊
産
婦
に
対
す

る
交
付
期
限
に
つ
い
て
、
産
後
1
年
ま
で

延
長
し
て
い
ま
す
。
交
付
対
象
者
な
ど
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
窓
口　

福
祉
課
、
県
庁
地
域
福
祉

推
進
課
、
県
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
／
福
祉
課
生
活
福
祉
係 

☎
内
線

147

有
料
道
路
に
お
け
る

障
が
い
者
割
引
制
度

　

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
開
始
年
齢
は

65
歳
で
す
が
、
希
望
す
れ
ば
60
歳
か
ら
65

歳
に
な
る
ま
で
の
間
、
繰
上
げ
受
給
が
可

能
で
す
。
た
だ
し
、
繰
上
げ
受
給
を
請
求

し
た
時
点
（
月
単
位
）
に
応
じ
て
年
金

が
減
額
さ
れ
、
減
額
率
は
一
生
変
わ
り
ま

せ
ん
。
一
度
請
求
を
す
る
と
取
消
し
は
で

き
ず
、
次
の
よ
う
な
扱
い
に
な
り
ま
す
。

①
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
の
定
額

　

部
分
が
一
部
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

②
65
歳
に
な
る
ま
で
は
遺
族
厚
生
年
金

と
老
齢
基
礎
年
金
を
同
時
に
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

③
障
害
者
年
金
、
寡
婦
年
金
は
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ず
、
国
民
年
金
の
任
意
加

入
や
免
除
等
の
追
納
も
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
と
反
対
に
、
66
歳
以
降
に
繰
り

下
げ
て
受
給
す
る
と
、
一
定
の
割
合
に

応
じ
て
増
額
さ
れ
ま
す
。

■
問
合
せ
／
寒
河
江
年
金
事
務
所

☎
０
２
３
７

(84)
２
５
５
１
（
ダ
イ
ヤ
ル

後
、
５
を
押
し
て
く
だ
さ
い
）
ま
た
は

市
民
環
境
課
市
民
係 

☎
内
線

113

老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
・

繰
下
げ
受
給
に
つ
い
て

山
形
県
身
体
障
が
い
者
等
用

駐
車
場
利
用
者
制
度
に
つ
い
て
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ま
ち
の
話
題

　市内で行われた催しや市にまつわる出来事などを取材

し、市民の皆さんに楽しい話題をお伝えします。

　

市
で
は
食
育
・
地
産
地
消
事
業
と
し

て
、
高
品
質
で
お
い
し
い
市
内
産
の
サ

ク
ラ
ン
ボ
を
子
ど
も
た
ち
に
味
わ
っ
て

も
ら
い
、
地
域
農
業
の
魅
力
を
五
感
で

感
じ
て
も
ら
う
た
め
、
小
学
校
給
食
に

お
い
て
「
村
山
市
産
サ
ク
ラ
ン
ボ
給

食
」
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
影
響
で
、
価
格
下
落
へ

の
不
安
や
深
刻
な
人
手
不
足
な
ど
に
よ

り
苦
慮
し
て
い
る
サ
ク
ラ
ン
ボ
農
家
の

方
々
を
応
援
す
る
た
め
、
中
学
校
給
食

に
も
拡
大
さ
せ
、
6
月
22
日
、
全
小
・

中
学
校
で
サ
ク
ラ
ン
ボ
給
食
を
実
施
し

ま
し
た
。

市
内
小
・
中
学
校

合
同
サ
ク
ラ
ン
ボ
給
食

色鮮やかで立派なサクランボににっこり

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強
化
月
間

（
7
月
）
に
合
わ
せ
、
7
月
3
日
、
市

庁
舎
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
は
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止

と
罪
を
犯
し
た
方
の
更
生
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
犯
罪
の
な
い
地
域
社
会
を

築
こ
う
と
す
る
も
の
で
、
北
村
山
地
区

保
護
司
会
村
山
分
会
の
笹
原
啓
一
会
長

と
市
更
生
保
護
女
性
会
の
井
田
慶
子
会

長
か
ら
市
長
、
市
議
会
議
長
へ
内
閣
総

理
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
両
団
体
は
当
日
早
朝
か
ら

村
山
駅
な
ど
で
街
頭
啓
発
活
動
を
行

い
、
運
動
へ
の
協
力
を
求
め
ま
し
た
。内閣総理大臣メッセージを市長へ伝達

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式

　

道
の
駅
む
ら
や
ま
の
農
産
物
直
売
所

が
館
内
に
新
設
さ
れ
、
6
月
27
日
に
グ

ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
ま
し
た
。
村

山
市
で
採
れ
た
新
鮮
な
野
菜
や
果
物
を

は
じ
め
、
加
工
品
や
花
き
、
宮
城
県
塩

竈
市
産
の
海
産
物
な
ど
も
販
売
し
て
い

ま
す
。

　

当
日
午
前
10
時
か
ら
行
わ
れ
た
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
志
布
市
長
、

大
山
市
議
会
議
長
ら
に
よ
る
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
先
着

１
０
０
人
に
サ
ク
ラ
ン
ボ
が
無
料
配
布

さ
れ
ま
し
た
。
訪
れ
た
人
は
、
豊
富
な

品
物
を
前
に
、
一
つ
ひ
と
つ
吟
味
し
な

が
ら
買
い
物
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。オープニングセレモニーでのテープカット

道
の
駅
む
ら
や
ま
農
産
物
直
売
所

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
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ま
ち
の
話
題

　

7
月
14
日
、
農
村
文
化
保
存
伝
承
館

北
側
の
畑
で
大
久
保
小
学
校
3
年
生
が

ソ
バ
の
種
ま
き
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

ア
グ
リ
ラ
ン
ド
む
ら
や
ま
事
業
の
一
環

で
、
農
産
物
を
自
分
の
手
で
育
て
る
こ

と
で
、
地
域
農
業
と
地
元
農
産
物
に
対

す
る
関
心
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
い
う

食
農
教
育
体
験
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の

で
す
。

　

大
き
な
畑
に
で
わ
か
お
り
の
種
を
ま

き
、
レ
ー
キ
を
使
っ
て
種
に
土
が
か
ぶ

る
よ
う
に
な
ら
し
た
子
ど
も
た
ち
は

「
農
家
の
大
変
さ
が
分
か
っ
た
」
「
ソ

バ
を
食
べ
る
の
が
楽
し
み
」
と
感
想
を

話
し
て
い
ま
し
た
。

ア
グ
リ
ラ
ン
ド
む
ら
や
ま
事
業

食
農
教
育
体
験

地元産ソバ「でわかおり」の種をまく子どもたち

　

市
の
特
産
品
で
あ
る
「
天
然
ジ
ュ
ン

サ
イ
」
に
つ
い
て
、
多
く
の
方
に
愛
さ

れ
、
広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
市
で

は
「
じ
ゅ
ん
さ
い
手
ぬ
ぐ
い
」
を
作
製

し
ま
し
た
。
7
月
4
日
に
行
わ
れ
た
大

高
根
わ
ん
ぱ
く
道
場
の
「
じ
ゅ
ん
さ
い

沼
の
観
察
会
と
摘
み
取
り
体
験
」
で

は
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
に
手
ぬ
ぐ

い
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
思
い
が
け
な
い
プ

レ
ゼ
ン
ト
に
喜
び
、
早
速
首
に
巻
い
て

る
子
も
い
ま
し
た
。

　

じ
ゅ
ん
さ
い
手
ぬ
ぐ
い
は
今
後
さ
ら

に
作
製
し
、
販
売
も
検
討
し
な
が
ら
、

天
然
ジ
ュ
ン
サ
イ
の
振
興
と
知
名
度
向

上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

じ
ゅ
ん
さ
い
手
ぬ
ぐ
い
を
作
製じゅんさい手ぬぐいをプレゼント

　

（
仮
称
）
に
ぎ
わ
い
創
造
活
性
化
施

設
と
し
て
、
令
和
4
年
度
の
利
用
開
始

を
目
指
す
楯
岡
高
校
跡
地
で
、
7
月
16

日
、
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会

員
15
人
が
、
校
舎
と
敷
地
内
の
環
境
整

備
を
行
い
ま
し
た
。
15
人
も
の
会
員
が

一
同
に
作
業
す
る
の
は
異
例
の
こ
と

で
、
植
込
み
の
剪
定
や
草
刈
り
、
校
舎
の

窓
拭
き
な
ど
を
手
分
け
し
て
行
い
ま
し

た
。
作
業
は
翌
日
も
行
わ
れ
、
敷
地
内
は

見
違
え
る
ほ
ど
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

施
設
は
今
後
、
教
室
棟
や
講
堂
な
ど

を
解
体
し
、
来
年
度
に
は
、
利
活
用
を

予
定
し
て
い
る
施
設
の
改
修
工
事
を
行

う
予
定
で
す
。

植込みの剪定作業を行う会員の皆さん

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

楯
岡
高
校
跡
地
の
環
境
整
備

　

「
読
書
シ
テ
ィ
宣
言
」
を
し
て
い
る

村
山
市
で
は
、
読
書
好
き
な
子
ど
も
に

育
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
、

毎
年
、
小
学
1
年
生
全
員
に
絵
本
を
1

冊
ず
つ
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

　

7
月
15
日
に
贈
呈
式
を
行
っ
た
冨
本

小
学
校
で
は
、
1
年
生
8
人
に
菊
地
和
郎

教
育
長
か
ら
絵
本
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
絵
本
は
子
ど
も
た
ち
が
18
冊
の
中

か
ら
自
分
で
選
ん
だ
も
の
。
受
け
取
っ

た
子
ど
も
た
ち
は
「
読
み
た
か
っ
た
絵

本
を
も
ら
え
て
う
れ
し
い
」
「
ず
っ
と

大
切
に
し
た
い
」
な
ど
と
感
想
を
話

し
、
早
速
お
気
に
入
り
の
絵
本
を
開
い

て
お
友
達
と
見
せ
合
っ
て
い
ま
し
た
。うれしそうに絵本を受け取る子どもたち

小
学
1
年
生
に
絵
本
を
贈
呈

「
は
じ
め
の
一
冊
」
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お
知
ら
せ

Ｊ
ア
ラ
ー
ト

全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験

　

地
震
や
津
波
、
武
力
攻
撃
な
ど
に
備

え
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
）
を
用
い
た
試
験
を
実
施
し
ま

す
。
市
内
59
か
所
の
防
災
行
政
無
線
か

ら
一
斉
に
放
送
さ
れ
ま
す
。
災
害
と
間

違
え
な
い
よ
う
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日
時　

8
月
5
日

（水）
午
前
11
時

放
送
内
容

チ
ャ
イ
ム
音
→
「
こ
れ
は
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

の
テ
ス
ト
で
す
」
×
3
→
「
こ
ち
ら
は

防
災
村
山
広
報
で
す
」
→
チ
ャ
イ
ム
音

■
問
合
せ
／
総
務
課 

☎
内
線

213

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

認
知
症
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
と

認
知
症
へ
の
正
し
い
対
応
方
法
を
学
び

ま
せ
ん
か
。

日
時　

9
月
16
日

（水）
午
後
3
時
～
4
時

30
分

会
場　

市
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
期
限　

8
月
31
日

（月）

■
問
合
せ
／

（福）
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（53）
９
１
２
３

金
婚
さ
ん
顕
彰

　

ご
夫
婦
の
名
前
入
り
の
賀
詞
を
贈
呈

し
ま
す
。

顕
彰
対
象　

昭
和
45
年
1
月
1
日
～
12

月
31
日
ま
で
に
結
婚
さ
れ
た
ご
夫
婦

※
す
で
に
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
と
し
て
申

込
済
み
の
方
は
今
回
の
申
込
み
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

申
込
期
限　

8
月
21
日

（金）

■
問
合
せ
／

（福）
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（52）
０
３
２
１

鳥
獣
の
す
み
か
に
な
り
近
隣
農
地
等
へ

影
響
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

第
三
者
か
ら
耕
作
し
て
も
ら
う
か
、

周
辺
へ
影
響
が
な
い
よ
う
保
全
し
て
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
農
業
委
員
会
事
務
局　

 

☎
内
線

261

狩
猟
免
許
試
験

日
時　

9
月
12
日

（土）
・
13
日

（日）
午
前
9

時
～
午
後
5
時
30
分

会
場　

県
庁

申
込
期
間　

8
月
3
日

（月）
～
17
日

（月）

※
新
た
に
狩
猟
免
許
を
取
得
す
る
方
へ

講
習
会
受
講
料
、
免
許
申
請
手
数

料
等
を
補
助
し
ま
す
。
市
農
林
課

（
内
線

254
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
／
県
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
部

み
ど
り
自
然
課

 

☎
０
２
３（
６
３
０
）３
４
０
４

国
勢
調
査
実
施
本
部
を
設
置

　

令
和
2
年
10
月
1
日
を
基
準
日
と
し

て
国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
国
勢
調

査
は
5
年
に
1
度
実
施
さ
れ
る
最
も
重

要
な
調
査
で
す
。
市
で
は
調
査
の
円
滑

な
実
施
の
た
め
、
国
勢
調
査
実
施
本
部

（
本
部
長　

高
橋
政
則
副
市
長
）
を
設

置
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
／
政
策
推
進
課 

☎
内
線

273

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す

　

農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
、
耕
作
放
棄
地
対
策
協
議
会
の
合

同
で
、
荒
廃
農
地
や
違
反
転
用
に
関
す

る
利
用
状
況
調
査
（
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
）
を
行
い
ま
す
。

　

調
査
期
間
は
、
8
月
下
旬
か
ら
9
月

上
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
調
査
の

際
、
農
地
な
ど
へ
立
ち
入
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
荒
廃
農
地
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

　

労
力
不
足
な
ど
に
よ
り
耕
作
で
き
な

い
農
地
は
、
病
害
虫
の
発
生
源
や
有
害

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

各
団
体
か
ら
の
お
知
ら
せ

資
格
・
試
験

催
し
・
そ
の
他
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お
知
ら
せ

斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類

被
害
撲
滅
啓
発
運
動
の
実
施

　

米
の
品
質
を
低
下
さ
せ
る
斑
点
米
カ

メ
ム
シ
類
に
よ
る
被
害
を
抑
制
す
る
た

め
、
稲
作
農
家
の
方
は
次
の
取
組
み
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
カ
メ
ム
シ
の
発
生
源
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

　

畦
畔
と
、
ほ
場
周
辺
の
草
刈
り
、
除

草
剤
散
布
、
休
耕
田
の
耕
う
ん
を
徹
底

し
ま
し
ょ
う
。
水
田
内
に
雑
草
を
残
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
（
特
に
ヒ

エ
、
ホ
タ
ル
イ
等
は
カ
メ
ム
シ
を
呼
び

込
み
ま
す
）
。

■
出
穂
前
後
の
草
刈
り
は
控
え
ま
し
ょ
う

　

畦
畔
の
草
刈
り
は
出
穂
15
日
前
ま
で

に
終
え
、
8
月
中
は
原
則
行
わ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
や
む
を
得
ず
草
刈

り
を
行
う
場
合
は
、
薬
剤
散
布
を
直
前

に
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
適
期
に
薬
剤
を
散
布
し
ま
し
ょ
う

　

穂
揃
期
と
そ
の
7
日
か
ら
10
日
後
の

計
2
回
散
布
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
そ
の
後
も
カ
メ
ム
シ
が
確
認
さ
れ

た
ら
追
加
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
／
村
山
総
合
支
庁
北
村
山
農

業
技
術
普
及
課 

☎
（47）
８
６
３
７

む
ら
や
ま
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン

参
加
チ
ー
ム
募
集

　

チ
ー
ム
対
抗
の
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
で

す
。
タ
ス
キ
リ
レ
ー
で
42
．
１
９
５
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
を
走
破
し
ま
す
。
参
加
料

を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時　

9
月
26
日

（土）

　
　
　

午
前
7
時
30
分
～
午
後
1
時

会
場　

楯
岡
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

対
象　

・
チ
ー
ム
で
申
し
込
む
場
合

　

自
力
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
1
周
（
４
０
０

メ
ー
ト
ル
）
を
走
る
こ
と
が
で
き
る
小

学
生
以
上
の
健
康
な
男
女
5
人
か
ら
20

人
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

・
個
人
で
申
し
込
む
場
合

　

自
力
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
1
周
（
４
０
０

メ
ー
ト
ル
）
を
走
る
こ
と
が
で
き
る
健

康
な
男
女
（
当
日
、
個
人
参
加
者
同
士

で
特
別
チ
ー
ム
を
編
成
）

参
加
料　

一
人
１
、
０
０
０
円
（
保
険

料
等
）

申
込
期
限　

8
月
31
日

（月）

■
問
合
せ
／
（
一
財
）
市
ス
ポ
ー
ツ
協

会
事
務
局
（
市
民
体
育
館
内
）

 

☎
（56）
３
７
３
７

市
ス
ポ
ー
ツ
施
設

敷
地
内
全
面
禁
煙
の
お
知
ら
せ

　

8
月
１
日
か
ら
市
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は

敷
地
内
全
面
禁
煙
と
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
／
（
一
財
）
市
ス
ポ
ー
ツ
協

会
事
務
局
（
市
民
体
育
館
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（56）
３
７
３
７

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
県
営
楯
岡
ア
パ
ー
ト
（
笛
田
）

募
集
戸
数　

2
戸
（
3
、
4
階　

3
Ｄ
Ｋ
）

■
県
営
楯
岡
中
町
ア
パ
ー
ト

募
集
戸
数　

1
戸
（
3
階　

3
Ｄ
Ｋ
）

入
居
資
格　

現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
お
り
、
所
得

が
公
営
住
宅
法
規
定
に
該
当
す
る
方

受
付
期
間

8
月
4
日

（火）
～
9
日

（日）　

消
印
有
効

午
前
10
時
～
午
後
6
時　

※
月
曜
日
休
館

必
要
書
類　

県
営
住
宅
抽
選
申
込
書
、

63
円
切
手
2
枚

■
問
合
せ
／
県
す
ま
い
情
報
セ
ン
タ
ー

 

☎
０
２
３（
６
４
７
）０
７
８
１

〈
最
終
年
度
〉

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
各
種
講
座

　

各
講
座
と
も
最
終
年
度
に
な
り
ま
す
。

市
内
在
住
者
、
市
内
就
労
者
が
対
象
で

す
。
希
望
者
は
受
講
料
を
添
え
て
8
月

11
日

（火）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
パ
ソ
コ
ン
エ
ク
セ
ル
中
級
教
室

　

関
数
を
使
用
し
て
の
表
計
算
、
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
、
ピ
ボ
ッ
ト
テ
ー
ブ
ル
等
の

機
能
を
活
用
し
て
文
書
を
作
成
し
ま
す
。

日
時　

9
月
2
日

（水）
～
25
日

（金）
の
毎
週

月
曜
・
水
曜
・
金
曜
日
（
全
10
回
）

昼
コ
ー
ス　

午
後
1
時
～
3
時
30
分

夜
コ
ー
ス　

午
後
6
時
30
分
～
9
時

定
員　

各
コ
ー
ス
先
着
4
名

受
講
料　

１
０
、
０
０
０
円

■
ピ
ア
ノ
入
門
教
室

　

ピ
ア
ノ
初
心
者
が
対
象
で
す
。

日
時　

9
月
24
日

（木）
～
11
月
26
日

（木）
の

毎
週
木
曜
日
（
全
10
回
）

昼
コ
ー
ス　

午
後
2
時
～
3
時
30
分

夜
コ
ー
ス　

午
後
7
時
～
8
時
30
分

定
員　

各
コ
ー
ス
先
着
4
名

受
講
料　

５
、
５
０
０
円

■
問
合
せ
／
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（54）
２
３
２
０
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お
知
ら
せ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

　

9
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

活
用
し
た
消
費
活
性
化
策
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち

で
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
で
買
い
物

や
前
払
い
（
チ
ャ
ー
ジ
）
な
ど
を
し
た

方
に
対
し
、
最
大
５
、
０
０
０
円
分

（
還
元
率
25
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
マ
イ
ナ

ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
ま
す
。

■
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
利
用
す
る
た
め

の
3
ス
テ
ッ
プ

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
・
取
得

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
も
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
市
で
は

顔
写
真
撮
影
等
の
交
付
申
請
サ
ポ
ー
ト

を
行
っ
て
い
ま
す
。
通
知
カ
ー
ド
ま

た
は
本
人
確
認
書
類
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

※
申
請
か
ら
交
付
ま
で
は
通
常
1
か
月

程
度
か
か
り
ま
す
。

②
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
予
約
（
マ
イ

キ
ー
Ｉ
Ｄ
の
設
定
）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
読
取
り
に

対
応
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち

の
方
は
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
ア
プ
リ
を

使
用
し
て
予
約
（
マ
イ
キ
ー
Ｉ
Ｄ
設

定
）
が
で
き
ま
す
。

③
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込
み

　

任
意
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー

ビ
ス
を
一
つ
選
び
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

を
申
し
込
み
ま
す
。
選
択
し
た
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス
で
買
い
物
や

チ
ャ
ー
ジ
を
す
る
と
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
が
付
与
さ
れ
ま
す
。

■
問
合
せ
／
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

 
 
☎
０
１
２
０

（95）
０
１
７
８

図
柄
入
り

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
付

　

車
の
購
入
時
以
外
に
も
、
今
の
ナ
ン

バ
ー
を
変
え
ず
に
さ
く
ら
ん
ぼ
ナ
ン

バ
ー
に
交
換
で
き
ま
す
。

　

申
込
み
、
手
続
き
は
自
動
車
整
備
工

場
や
自
動
車
デ
ィ
ー
ラ
ー
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
／
（
一
社
）
県
自
動
車
整
備

振
興
会 

☎
０
２
３（
６
８
６
）４
８
３
４

や
ま
が
た
縁
結
び
た
い

■
結
婚
相
談
会

日
時　

8
月
9
日

（日）
、
9
月
6
日

（日）
午

後
1
時
～
4
時
45
分

会
場　

あ
こ
や
会
館
（
山
形
市
）

対
象　

結
婚
を
希
望
す
る
方
、
ま
た
は

そ
の
ご
家
族
10
組
（
予
約
制
）

費
用　

無
料

■
わ
が
子
の
婚
活
交
流
会

日
時　

8
月
30
日

（日）
午
後
1
時
30
分
～

4
時
30
分

会
場　

ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
（
山
形
市
）

対
象　

25
歳
～
お
お
む
ね
45
歳
の
独
身

男
女
の
親
各
15
組
（
予
約
制
）

費
用　

一
人
１
、
０
０
０
円

■
問
合
せ
／
や
ま
が
た
出
会
い
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー 

☎
０
２
３（
６
１
５
）８
７
５
５

被
爆
75
周
年 

原
爆
絵
画
展
開
催

　

入
場
無
料
で
す
。

期
日　

8
月
7
日

（金）
～
20
日

（木）

会
場　

フ
ォ
ー
ラ
ム
東
根　

ロ
ビ
ー

■
問
合
せ
／
北
村
山
生
協

 

☎
（55）
６
４
４
６

保
育
士
就
職
・
再
就
職
支
援
研
修
会

　

保
育
士
と
し
て
就
職
・
再
就
職
を
考

え
て
い
る
方
が
対
象
で
す
。
参
加
希
望

者
は
9
月
3
日

（木）
ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
参
加
無
料
。

日
時　

9
月
4
日

（金）
午
後
1
時
～
4
時
30
分

会
場　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
天
童

※
研
修
会
参
加
後
、
実
際
の
保
育
現
場

で
1
日
職
場
実
習
も
可
能
で
す
。

■
問
合
せ
／
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

 

☎
０
２
３（
６
３
３
）７
７
３
９

大
高
根
演
習
場
8
月
の
訓
練
予
定

練
成
訓
練
＝
1
日

（土）
～
7
日

（金）
、
21
日

（金）
、
22
日

（土）
、
25
日

（火）
～
27
日

（木）

爆
破
訓
練
＝
19
日

（水）
～
21
日

（金）
、
31
日

（月）

離
着
陸
訓
練
＝
3
日

（月）
～
31
日

（月）
の
平
日

■
問
合
せ
／
神
町
駐
屯
地 

☎
（48）
１
１
５
１

■
村
山
市
へ

ユ
ニ
オ
ン
ソ
ー
シ
ャ
ル
シ
ス
テ
ム
株
式

会
社
ピ
ー
ス
楯
岡
、
ピ
ー
ス
第
Ⅱ
楯
岡

が
飛
沫
感
染
防
止
ス
タ
ン
ド
7
台

お
く
り
も
の
あ
り
が
と
う
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MURAYAMA HotNews
広
告

広
告

　おいしいスイカを食べて、暑さを吹き飛ばしましょう。

日時　8月9日(日)午前10時〜午後3時

会場　道の駅むらやま

内容　・スイカ商品販売

　スイカまんじゅう、スイカ大福、スイカそうめん等

・スイカが当たる抽選会

　1,000円ごとに1回抽選

・「日本一暑い芋煮会」

　村山産業高校の生徒が生産した里芋を使用した芋煮（1杯

200円）を販売　午前11時〜※数量限定

・スイカ割り（人数限定）

　1回目 午前10時30分　2回目 午後1時

・スイカの早食い（人数限定）

　1回目 午前11時 　2回目 午後1時30分

・村山産業高校の農産物販売

※「ももまつり」も同時開催します。

■問合せ／道の駅むらやま  ☎(55)7100

「まるごとすいかDAY」お客様感謝祭

　世帯全員が市民税非課税の場合、介護サービスなどの利用料が軽減

されることがあります。

　昨年該当した方には申請書を送付していますので、8月31日(月)まで

に軽減手続きを行ってください。今年度から市民税非課税世帯になっ

た方は新たに該当する場合がありますので、お問い合わせください。

■負担限度額認定申請の軽減対象

・施設サービス、短期入所サービスの食事・居住費（滞在費）

※本人と配偶者の預貯金通帳をお持ちください。

■社会福祉法人等利用者負担軽減申請の軽減対象

・社会福祉協議会の訪問介護費

・村山光ホームの通所介護サービス費

・特養ふもと・特養ひがしざわの施設入所費、短期入所サービス費、

通所介護サービス費

・はやまホームの施設入所費、居宅介護サービス費

・多機能さくら村山の居宅介護サービス費

・特養おおとみの施設入所費

・仁風荘の施設入所費、短期入所サービス費 

・第二仁風荘の施設入所費、短期入所サービス費

・さくらホーム天童の施設入所費、短期入所サービス費

※世帯全員の預貯金通帳をお持ちください。

■認知症対応型共同生活介護家賃等負担軽減申請の軽減対象

・グループホーム香紅の里・グループホーム村山の施設入居利用に伴

う家賃・食材費・光熱水費

※世帯全員の預貯金通帳をお持ちください。

■問合せ／福祉課介護保険係  ☎内線145

介護保険利用料の軽減手続きはお済みですか

お
知
ら
せ
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↑市ホームページ ↑子育て支援アプリ ↑ふるさとだより

※住民基本台帳法の一部改正に伴い、日本人と外国人の合計数になります。

村山市の人口（7月1日現在）：23,372人  男：11,359人  女：12,013人  世帯数：8,117戸

家庭で作れる  ブルガリア＆むらやまの郷土料理

自宅での食事をより楽しくより豊かに！
part

3

パプリカの肉詰め

＜材料（5人分）＞

・パプリカ　10個 ・合挽き肉　500g（牛豚半々）

・生米　150g ・玉ねぎ　1/2個

・ニンニク　2片 ・ニンジン　1/2本

・カットトマト缶　1/2個 ・水　適量

・ヨーグルト　お好みで ・サラダ油　大さじ2

・ディル　大さじ1 ・パセリ　大さじ1

・塩　大さじ1 ・こしょう　小さじ1

・パプリカパウダー  大さじ1 ・クミン　小さじ1

YouTubeページ
パプリカの肉詰めレシピ動画

＜作り方＞
①ボウルに肉、塩、こしょう、クミン、水（200ml）を入れて揉み込み、置いておきます。
②フライパンに油をひき、みじん切りにした玉ねぎ、ニンジン、ニンニクを炒めます。炒めた野菜に軽く火が通った

ら、生米を加えて、約2分フライパンで炒めます。パプリカパウダー、水（100ml）、①をフライパンに加え肉に火
が通るまで炒めます。さらに、カットトマト缶を加え2分炒めます。最後に刻んだディル、パセリ、塩、こしょう、
クミンを加え、味を調えます。

③パプリカのヘタ、種をとり水ですすぎます。器状になったパプリカの中に少し冷ました②を詰めます。この時に、パ
プリカの上部に指1本分（約2㎝）の隙間を残して肉を詰めます（オーブンで焼いたときにお米が水分を吸って膨らむ
ため）。最後に、パプリカの上にヘタを被せてください。

④耐熱容器に③を並べて、容器に指2本分（3〜4㎝）の水を入れます。パプ
リカの上にアルミホイルを被せて、200度のオーブンで30分焼きます。
アルミホイルを外して、さらに30分焼きます。

⑤焼きあがった④にお好みでヨーグルトをかけて完成。

イルカ汁（ユルガ汁）

＜材料（4人分）＞

・塩くじら（切り身） 50g　　
・ジャガイモ　中2個 ・ニンジン　1/5本
・ナス（お好みで）　1個 ・玉ねぎ　中1個　
・さやいんげん　5本 ・青みず　2本
・だし汁　600㏄　　　Ａ：みそ　40g、酒　少々

＜作り方＞

①塩くじらは、さっと熱湯を通し、棒状に切っておく。
②ジャガイモ、ニンジン、ナスは乱切り、玉ねぎは、くし型に
　切る。
③さやいんげんと青みずは、さっと茹でておく。
④①と②の材料を鍋に入れ、だし汁を加え、やわらかくなるま
　で煮る。
⑤やわらかくなったら③を加え、Ａで調味し、仕上げる。
※「塩くじら」は、くじら肉の皮の部分を塩漬けにしたもの。
※新じゃがのホクホク感と、コリッとした「塩くじら」の食感
　が絶妙で、暑い夏の疲労回復にも役立つ昔ながらのお汁です。
※「くじら汁」という所もあるようですが、村山近辺では「イ
　ルカ汁」といいます。

　家庭料理の定番で、パプリカとお肉のジューシーさとハーブの香りが食欲をそそります。また、中身をベースに、季
節によって包む食材を変えて旬の食材を楽しむことも定番です。夏が旬のパプリカ。春はワイン用ブドウの葉（葉が柔ら
かく食用として利用される。）冬はキャベツのピクルス（塩漬け）。このように、形を変えて1年中食べられています。

Facebookページ
※レシピ動画は、市ホームページ、YouTube「ROSECAMP.ch」、

　Facebook「ブルガリア新体操ローズキャンプ」で公開しています。

“新じゃが”が出る頃に食べたくなる


